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Allergy:
加熱式タバコは紙巻きタバコと同じレベルの免疫障害をもたらしていた：呼吸器
系にもたらす悪影響

松崎道幸 道北勤医協ながやま医院 matsuzaki-m@dohoku-kinikyo.or.jp

松崎コメント：

加熱式タバコが紙巻きタバコと同じ呼吸機能低下をもたらすという論文を紹介

します。
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加熱式タバコは紙巻きタバコと同じレベルの免疫障害をもたらしていた：呼吸器
系にもたらす悪影響
Karaguzel D, et al. Heat-Not-Burn Tobacco Aerosols Induce Immune 
Dysregulation and Barrier Disruption Comparable to Conventional 
Cigarettes. Allergy. 2026

背景：加熱式タバコ製品(HnB)が紙巻きタバコ(CC)よりも安全かどうかの検証。

方法:650人の非喫煙者、293人のCC喫煙者、49人のHnBユーザー対象。呼吸機能測定。
その基礎的なメカニズムを調べるために、全身マウス曝露モデルをHnBエアロゾルまたは3R4Fタバ
コ煙を用いて実施し、RNAシーケンシングによる肺のトランスクリプトムプロファイル、フローサイトメ
トリーおよび組織化学的染色による肺の炎症、免疫蛍光染色によるバリアの完全性を評価。さ
らに、マウス実験の検証には、ヒト気道上皮細胞のin vitro ALI培養モデルが用いた。HnBおよ
びCCの効果は、細胞毒性(MTTおよびLDH)、炎症反応(ELISAによるサイトカイン放出)、お
よびタイトジャンクションタンパク質(免疫蛍光染色)を通じて評価。
結果:サブグループ解析で、45歳の若年層(<45歳)および喫煙歴が短い(20年<)のHnBユー
ザーは、すでにNEV1、FVC、VCがNSおよびCC喫煙者に比べて有意に低かった。動物実験で
HnBおよびCC曝露は、上皮に著しい損傷と気道障壁機能の障害を引き起こし、ZO-1が約
60%減少した。
in vitroでは、両条件下でバリア機能が損なわれましたが、サイトカイン分泌はCC煙曝露後にの
み増加。
結論:HnBエアロゾル曝露はCC煙と同等の気道上皮損傷および免疫細胞浸潤を引き起こす。
私たちの発見は、HnB製品が無害な代替品であるという考えには、大きな疑問を呈さざるを得
ない。



加熱式タバコ使用の45歳以
下の人々では、一秒率が紙巻
きタバコよりも有意に低下

紙巻きタバコと加熱式タバコは
、気管支上皮細胞の壊死を
同じ度合いで推進する



気道粘膜を守るZO-1の低下
影響は、紙巻きタバコも加熱式
タバコで差がない

気管支上皮細胞が成長・分化す
るための「足場」や「土台」の量を示
すマッソン染色陽性面積の低下は
、紙巻きと加熱式で差がなかった
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